
学生時代からサロンへ赴き
入社後“即”戦力！

採用難時代はこうやって乗り切れ

これだけある人材採用の方法
理美卒だけじゃない!

　東京・品川区内で 4 店舗を経営する理美容サロ

ン “SENSE”（以下、センス）。そのなかのひとつ、

大井町駅から徒歩 5 分、ゼームス坂という緩やか

な坂を下る途中にたたずむ、ゼームス坂・本店を

訪れた。

　サロン内では、見た目にはまだ学生のように若々

しい女性スタッフが、先輩スタッフの指示にした

がい、若干戸惑いながらもてきぱきと一生懸命に

動いている。“ 学生のように ” と書いたが、じつ

は彼女はまだ学生である。センスでは新人を採用

するにあたり、ワーキングスチューデントシステ

ム（以下、WSS）を導入している。

　WSS とは、栃木にあるセンス美容専修学校が

実施している制度で、学生たちは学校で学びなが

らサロンの現場も実際に体験することができると

いうもの。将来自分がサロンで働く具体的なイメ

ージを思い描きながら美容師国家資格をめざすこ

とができるので、学生に好評のシステムである。

　センス美容専修学校で授業がある曜日は月・水・

木・金の週 4 日。1 日 7 時間の授業がある。学生

たちは学校の授業にはしっかりと参加し、実際に

現場に立つのは土・日・祝日や夏季・冬季・春季

などの休校日。現場では床掃除や接客、アシスタ

ントの手伝いなど、美容の補助業務を経験する。

　もちろん、卒業後に学生たちの体験先サロンに

対するお礼奉公的なものは一切なく、サロンと学

生双方の合意があれば、卒業後そのまま体験先サ

ロンへと就職することもできる。

 「以前は、経済的事情などで美容学校に行けなか

った子でも、サロンで働きながら負担の少ない通

信教育で学んでいく。そして美容師国家試験に挑

戦するという道筋が、ひとつのカテゴリーとして

認められていました」とセンスの石村久氏代表は

語る。

　かつては石村代表自身も通信制でサロン業界を

めざしたひとりだった。しかし平成 10 年に行なわ

れた美容師法の一部改正でインターン制度がなく

なり、美容師をめざす無資格者は美容師国家資格

を取得しないと直接お客様に施術することができ

なくなった。

　さらに追い打ちをかけるように、カリスマ美容

師の無資格問題が取りざたされ、通信制で学ぶ学

生を含めた無資格者のサロン就労への道がますま

す狭まってきたのだという。

 「美容師になりたいけど、経済的事情で学校に通

えない。通信制で学んでも雇ってくれるサロンが

なかなか見つからない。そのような現実があるな

かで WSS は生まれました」と説明する石村代表。

じつは、センス美容専修学校で講師も勤めている。

　ちなみに石村代表のサロン名と学校名が “ セン

ス ” で同じ理由は、センス美容専修学校校長で、

「現代の名工」にも選ばれた池田昌夫氏の、美容

師になりたいという夢を持った人を 1 人でも多く

応援したい、という情熱に共感したからだ。

　センス美容専修学校は、石村代表のように学校

の教育方針・人材育成方針に共感を覚えたサロン

経営者が組合員となりつくられた、ヘアビジネス

協同組合の出資によって設立された。

　学生たちは学校内にある、組合員が経営するサ

ロンの資料をいつでも見ることができる。そこで

興味のあるサロンが見つかれば、WSS を利用して

実際にサロン内で働くことが可能なのである。

　一学年の定員は 30 名。少数精鋭のため、わか

らないところはマンツーマン授業を行なう。結果、

2002 年の開校以来、卒業生全員が美容師国家試

験に合格しているという。

　学校での教育カリキュラムは、学校卒業後に即

戦力として働くための技術について、“ 現場 ” を

よく知っている各組合員の間でしっかりと話しあ

われ、内容を検討しながら決められている。その
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徹底した現場主義で、実社会経験の乏しい学生を卒業時に“即戦力”
として育て上げる学校が栃木にある。ポイントとなるのは「ワーキングス
チューデントシステム」。いったいどのようなシステムなのだろうか。当シ
ステムを導入して新人採用を行なうサロンを訪れた。

会社名：株式会社センス
代表：石村 久
創業：1990年
住所：東京都品川区
　　  南品川5-10-44石村ビル
従業員数：22名
店舗数：4店舗
年商：非公開
平均客単価：約10000円
月平均来客数：非公開
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WSSで働くイメージを具体的に思い描く
法律改正で狭まる無資格者のサロン就労

センスでは現在、WSSを通して入社したスタッフが5名いる

「サロン業は人材産業。とにかく人がす
べて」とセンス代表の石村久氏

1Fが喫煙席、B1が禁煙席と
分煙がしっかりとなされて
いるゼームス坂・本店
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採用難時代はこうやって乗り切れ

これだけある人材採用の方法
理美卒だけじゃない!

ようなカリキュラムを学校で学んできた生徒が、

さらに WSS で個々のサロンのやり方を学んでい

く。このように学生の時分から、現場ですぐに使

えるトレーニングを行なうことで “ 現場力 ” に磨

きをかけているのだ。

 「シャンプーひとつとっても、サイドシャンプーや

リアシャンプーなど、サロンごとにスタイルが違

います。WSS を利用する学生は、まだ他サロンの

施術スタイルに “ 染まって ” いないので、先輩の

施術を見ながら受入先サロンのスタイルをどんど

ん吸収していきます」と石村代表は言う。

　センスでは、期間は決まっていないが、学生が

WSS である程度の経験を積むと、卒業後に採用

するかどうか、そして学生側にも就業の意思があ

るかどうかについて話しあう。もちろん石村代表

は、サロンで働く他のスタッフの意見も必ず聞く

ようにしている。みなで新人の採用を決めること

で、既存のスタッフも新人育成に責任を持つよう

になるのだという。

 「WSS でうちのサロンに来る学生は、金曜日の授

業終了後に栃木から上京し、土日と働きます。そ

して日曜の夜にまた栃木へと帰っていく。そんな

ハードな日程をこなし、それでもうちのサロンで

働きたいとやってくる子は、やはり健気で何とか

成長してもらいたいと思います。その思いは他の

スタッフたちも同じで、学生に一生懸命教えよう

としますね」と石村代表は言う。

　WSS でセンスにやってくる学生は週末の間、社

員寮で寝泊まりするという。このように他の社員

と同じ生活をすることで、どんなスタッフが上司

になり、そしてどんな職場環境なのか入社前に知

ることができるのだ。

　学生側にとって WSS は役に立つシステムなの

だろうか ? 実際に WSS を利用して現場の経験を

積みながら国家資格を取り、現在センス洗足店で

働く小川智弘氏に話をうかがった。小川氏は大学

卒業後に美容師を志し、センスに就職した。

 「大学を卒業してまた再び美容学校に通うという

よりも、サロンに就職して働きながら学びたかっ

た。だから最初は通信教育で学ぼうと思っていま

した」と小川氏は語る。

　そんなときに石村代表から、栃木にサロンで働

きながら学べる新しいシステムを導入した学校が

開校されるという話を聞いた。

　石村代表自らも講師として学校へ赴くというこ

とも後押しして、センス美容専修学校へ 1 期生と

して入学することを決意したのだ。

 「中学や高校を卒業したばかりの生徒もいました。

私は 23 歳で入学したのですが、35 名の入学生の

なかで一番年上でした。年齢の遅れを取り戻すた

めに、最初から現場で実践に入りたかった。いち

早く経験を積みたいと思っていたので、WSS は自

分にもってこいの制度だと思いました」と小川氏

は入学当時の心境を語る。

　学校は一学年 1 クラスのみ。少人数だがアット

ホームな雰囲気で、国家試験の日程近くになると

休校日も学校を開放してくれ、講師も応援にきて

くれたという。

 「平日と週末で、それぞれ東京の社員寮と栃木の

実家を往復していたので、正直大変だと感じるこ

ともありました。でも、学校とサロンは火曜日が

休みなので、その日にまとめてリフレッシュして

いましたね」と小川氏は 2 年間の学生と仕事の両

立生活を振り返る。

　小川氏は、これから WSS を利用する後輩たち

へと前置きしてから、「学生のときからサロンで施

術するいろいろな技術や先輩方の動きを見るのは

非常に役立ちます。教科書を読むだけではなく、

WSS を活用して “ 本物 ” の動きを自分の目で見て

現場を体験する。すると、よりすんなりとサロン

ワークに入ることができますよ」と明るく笑った。

　小川氏は現在、センス洗足店で店長としてお客

様を第一に考え、地域に密着したサロンをめざし

て奮闘中だ。

 「サロン業は人材産業。人の質がサロンの質を決

めます。学生時代に実社会を経験すれば、それだ

け人間的な成長も早まるのです。学生時代から成

長を見てきて、今は腰にハサミを下げてステップ

アップしていくスタッフを見ていると涙が出てき

ますよ」と石村代表はうれしそうに言った。

社員と生活をともにすることで知る職場環境

小川店長を中心としてチームワークよく働く洗足店スタッフたち

洗足店の小川智弘店長はセンス
美容専修学校の第一期生

徹底した現場主義の教育カリキュラム
を実践するセンス美容専修学校

洗足店はお客様１人ひとりに完全個室
のプライベート空間を提供している

“本物”の動きを
自分の目で見ることの大切さ

WSSで“現場力”に磨きをかけて入社するスタッフは、即戦力として活躍する
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